
実施日 質問順位 氏　　　　　名

１ １７番議員　木　村　修　寿

２ 　２番議員　川久保　皆　実

３ １３番議員　小久保　貴　史

４ ２３番議員　橋　本　佳　子

５ 　７番議員　山　中　真　弓

６ ２７番議員　金　子　和　雄

７ ２６番議員　塩　 田　 　尚

８ ２１番議員　浜　中　勝　美

９ ２４番議員　小　野　泰　宏

１０ １６番議員　木　村　清　隆

１１ １４番議員　皆　川　幸　枝

１２ 　６番議員　あさの　えくこ

１３ 　４番議員　川　村　直　子

１４ 　８番議員　小森谷　さやか

１５ ２２番議員　飯　岡　宏　之

１６ １９番議員　塚　本　洋　二

１７ １１番議員　黒　田　健　祐

１８ 　５番議員　中　村　重　雄

１９ 　９番議員　高　野　文　男

６／18
（火）

６／14
（金）

６／17
（月）

一　般　質　問　通　告

（令和６年第１回つくば市議会定例会６月定例会議）



R6:5129

一 般 質 開発 言 通 告 書

令 和 6年 5月 29日

午所∂時ゴο分 受 付
(通告書  2 枚)No.1

下記の事項について、質問したいので通告 します。

令和 6年 5月 29日

つ くば市議会議長 様

つ くば市議会議員  木村 修寿

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。

質 問 事 項 要 堕
日 答 弁 者

1 地区集会所整備

等について

2 自主防災組織 に

ついて

地域における童ミュニティ活動の拠点とな

る集会所について、以下お伺いいたします。

(1)現在の集会所の状況について

(2)整備補助の内容について

(3)課題等について

自主防災組織は、地域の人たが自発的に防災

活動を行 う組織です。自分たちの地域は自分た

ちで守るとい う心構えで、災害に強い地域社会

をつくるために、日頃から自主防災の意識を持

つて地域の安全を考え、防災の基礎知識を身に

つけてお くことが大切です。以下お伺いいたし

ます。

(1)現在の組織数について

(2)事業内容について

(3)活動補助金について

(4)課題等について

市長

担当部長

市長

担当部長



質 問 事 項 要 一
日 答 弁者

3 道路行政につい

て

現在の進捗状況にういて、以下お伺いいたし
ます。

(1)都市計画道路上河原崎西環状線及び上河

原崎東環状線について

(2)都市計画道路島名原新田線について
'

(3)都市軸道路について

(真瀬丁字路の国道354号から赤浜谷田部線

まで)

市長  
―

担当部長 |

つ くば市議会議 昌 木村 修寿  No。 2

※ 一般質問を行うに当たうては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ
うお願いします。



6.5:29К

一 般 質 問発 言 通 告 書

令和 τ年 年月者ノ日
午蒟 卜時

'ο

分 受 付
(通告書 2 枚)No.1

下記の事項について、質問したいので通告 します。

令和 6年 5月 29日

つ くば市議会議長 様

つ くば市議会議 昌 川久保 歩白ヒ実

※ 一般質問を行 うに当たつては、明
―
確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとぉり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

1 子育て支援につ

いて

2 障がい者支援に

ついて

以下の点を伺います。

(1)市立保育所における午睡用布団持ち帰

りの負担軽減についての検討状況

(2)病児・病後児保育事業の対象児童の上限

を小学 6年生ま,で に引き上げることの意義

及び実現可能性にっいての市の見解

(3)つ くば子育てサポー トサービスの協力会

員及び両方会員を増やすための取組内容

以下の点を伺います。

(1)市立学校における難聴児支援について

ア 以下に該当する市立学校の児童生徒

数、及びその うち竹園東小 。中学校の難

聴学級 (以下、「本件難聴学級」とい う。)

に在籍 していない児童生徒数

(ア)補聴器装用

(イ)人工内耳装用

(ウ)LiD/APD(聞き取 り困難症・聴覚

情報処理障害 )

市長

担当部長

市長

教育長

担当部長



質 問 事 項 要 』
ロ 答 弁 者

3 市職員 に封す る

給与の未払いにつ

いて

イ 上記アのうち本件難聴学級に在籍して

いない児童生徒に対する支援について、
これまでの取組内容及び今後の取組方針

(2)市主催イベントにおける障がい者に対

する合理的配慮の提供について

ア 提供可能な合理的配慮の具体的な内容

イ 合理的配慮を提供するための予算につ

いて、どの部署においてどのような算定

方法により確保しているか

ウ イベント告知時に、当該イベントにお

いて提供可能な合理的配慮の内容につい

てどのように周知しているか
エ イベントヘの参力日申込みフローにおい

て、合理的配慮の要否についてどのよう

にヤ巴握しているか

つくば市が令和 6年 5月 9日 に発信 したプ

レスリリース「職員給与における手当等の未払

いについて」 (以下、 「本件プレス リリース」

という。)の内容に関して、以下の点を伺いま

す。

(1)F時間外勤務手当の対象人数及び金額」

についての調査の進キ′サ状況及び完了予定

(2)「全庁的に同様の事例がないかの調査」

の内容及び進捗状況

(3)本件プレス リリース記載の原因を踏まえ

た再発防止策

市長

担当部長

つ くば市議会議員  川久保 皆実  No.2

※ 一般質問を行 うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入 さ、れるよ

うお願いします。



▲6151?9

一般質問発言通告書

令和 6年 伊月▼日

午前 θ 時 学J分 受 付

(通告書 1 枚)No.1

下記の事項について、質問 したいので通告 します。

令和 6年  5月  29日

つくば市議会議長 五頭 泰誠 様

つくば市議会議員 小久保 貴史

※ 一般質問を行 うに当たつては、日月確な答弁を求めるため、会議規則第 52条編注
1の とおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入され

るようお願いします。

質 問 事 項 要 』
日 答弁者

1 都市計画につい

て

2 農業政策につい

て

3 市民施策につい

て

市内の区域指定 と調整 区域について、現状 と

今後について伺います。

(1)遊休農地の現状と対策、今後の取組につ

いて伺います。

(2)耕作放棄地土壌改良費補助金の活用と農
地保全管理について伺います。

区会や自治会の回覧板及び電子回覧の現状と今

後について伺います6

市長

担当部長

市長

担当部長

市長

担当部長



腱Si 5:29

〕

一 般 質 問発 言 通 告 書

令和

午後

(通告

下記の事項について、質問 したいので通告 します。

令和  6年  5月 29日

つ くば市議会議長 様

つ くば市議会議員 橋本 佳子

※ 生般質問を行うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

っとおり、             で分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。

日

付

１

９
／

ュ

受

Ｎｏ．

鋤

翰

初ユ

年

時

Д
）
θ

圭
口

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

1 茎崎第二小学校

児童 クラブについ

て

2 茎崎給食セ ンタ

ーの早期建 て替 え

について

3 保育所等につい

て

(1)空 き教室活用の児童クラブを岩崎保育所跡地

に建設すること。

(2)茎崎第二小学校児童クラブの 1階 と3階に分

かれているクラブ室を 1階にまとめること。

小規模給食センターの特質をいかし、」Aつ く

ば市と連携して地産地消、加工場建設の推進を

図り、地域の災害時には食の提供ができる南都

地域の拠点にすべき。

(1)原則、保育所等の申し込みが電子申請のみと

なった。これまでの対面での書類申請での手続

と電子申請での手続で、職員が行 う選考手順の

違い。

(2)つ くば市公立保育所の新耐震基準を満たさな

い施設の整備方針 (案)の保護者説明会でも、

公立保育所を望む意見が出されていた。民間園

が増える中、公立イ呆育所が減少することで市の

責任が後退 していく。

少なくとも谷田部庁舎跡地 。高崎幼稚園跡地

には、民間ではなく公立で建てるべき。

市長

担当部長

市長

教育長

担当部長

市長

担当部長



つ くば市議会議 員 佳子  No.2

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。

質 問 事 項 要 』
日 答弁者

4 み どりの南小 中

学校 の通学路の安

全対策 と高速道路
へ の防護壁設置に

ついて

(1)通学路について「常磐自動車道をくぐるトン

ネル内の照明の改善、カーブミラーの設置、ス

クールゾーン表示が実現していない。横断歩道

や信号をみどりの南小中学校の周辺に早急に

設置してほしい」などの市民要望が届いている

が、設置状況は。

(2)両校はゴルフ場と高速道路に挟まれている

が、ゴルフ場のボールが校内に飛んでこないた

めの対策はとっているのか。また、ゴルフ場芝

生への除草剤散布について情報提供などある

′のか、散布時の対応は。      |
(3)高速道路八立ち入らせないための防護壁がな
い。児童クラブ棟側のフェンスは特に容易に乗
り越えられる高さになっている。命に係わる封

策は早急にすべきと考えるが、現状と今後の課

題は。

以上についての見解を伺う。

市長

教育長

担当部長



R6B.5129

一 般 質 問発 言 通 告 書

令 和 6年 5月 29日

午4従 Ott rr分 受 付

(通告書 2 枚)No.1

下記の事項について、質問したいので通告 します。

令和 6オギ 5月 29日

つ くば市議会議長 様

つくば市議会議員  山中 真弓

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。        |

質 問 事 項 要 』
口 答 弁 者

1 市内小中学校 の

学校 環境及 び周 辺

環境について

「義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等

に関する法律施行令」では 「適正な学校規模の

条件」として、適正な学級数を「12～ 18学級 (義

務教育学校では 18～ 27学級)」 と定められてい

ます。 さらに、25学級以上が大規模校、31学
級以上を過大規模校 としています。しかし市内

では、大規模校、過大規模校の学級数を超える

小中学校が発生 しています。それ らの学校で

は、教員の負担が過大であること、子 どもたち

が本来得 られるべき教育的効果や条件が得 ら

れない状況にあるな ど多 くの問題が聞かれま

す。 さらには、登下校時間帯の周辺地域の交通

渋滞を引き起こしています。これ らの解決は喫

緊の課題です。そこで以下お聞きします。

(1)文部科学省が定める大規模校、過大規模

校の学級数を超える市内小中学校 とその学

校の学級数

(2)法律で 「適正な学校規模の条件」が定め

られている意味についての市の見解

(3)「適正な学校規模の条件」を超える学校

の教育環境の状況把握 と対応策について

市長

教育長

担当部長



質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

2 民間の不登校児

童生徒支援施設運

営者への補助事業

について

3 市職員の職務環

境について

4 つ くばまちなか

デザイン株式会社

について

昨年度から始まった不登校児童生徒支援施

設運営者への補助について、条件が厳しいこと

から受給している事業者が少ないと聞きます。

条件を緩和すべきと考えますが、以下お聞きし

ます。

(1)利用している事業者の数

(2)運営費補助の受給要件への事業者からの

要望及び今後の課題

(1)5月 9日 付けの報道にあつた職員給与に

おける手当等の未払いについて

ア 職員給与における手当等の未払いの

経緯

イ 特殊勤務手当及び時間外勤務手当の

金額 と支払い状況    I
(2)市職員のハラスメン ト相談について

ア ハラスメン トの相談件数

イ 定期的な聞き取 りやハ ラスメン トヘ

の対応にういて

(3)再発防止及び職務環境改善のための

対応策

(1)議会への決算報告の実施時期

(2)現在のオフィスの空室状況

(3)吾妻交流センターの跡地利活用

市長

教育長

担当部長

市長

担当部長

市長

担当部長

つ くば市議会議員  山中 真弓  No.2

※ 一般質問を行 うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

ィのとお り、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。



ス6:6i29

一 般 質 問発 言 通 告 書

令 和 6年 5月 29日

午作tl時 ″θ分 受 付

(通告書 1 枚)No。 1

下記の事項について、質問したいので通告 します。

令不日6年 5月 29日

つ くば市議会議長 様

つ くば市議会議員 金子 和雄

※ 一般質問を行 うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入 されるよ

うお願い します。

質 問 事 項 要 堕
口 答 弁 者

1 地域生活支援拠

点等整備 事 業 につ

いて

2 つ くば市の文化

財について

3 つ くば市内の難

聴学級について

今年度から実施している地域生活支援拠点等

整備事業の概要について伺います。

つくば市では、合併以来、国指定、県指定、市

指定の様々な文化財の指定を受け各地域で歴史

を語り、伝えています。また合併で管理の役割も

広域となっております。あまり議会で取り上げら

れていないかもしれませんが、市内の文化財の管

理の状況などについて伺います。

1998年4月 に難聴児童を持つ方を中心に難聴学

級設置の運動が広まり、竹園東小学校に「すずら

ん学級」がスター トしました。これまでの課題も

あることでしょうが、設立からこれまでの取組と

今後の取組について伺います。

市長

担当部長

市長

教育長

担当部長

市長

教育長

担当部長



沢6:5,29

/)

一 般 質 問発 言 通 告 書

ι年 !月 ⊇

と時 な 分 受

告書 1 枚)No

下記の事項について、質問したいので通告します。

令下日r■ 占月之η日
つ くば市議会議長 様

つ くば市議会議員  塩田・尚

※ 一般質問を行 うに当たっては、明確な答弁を めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、涌告書 に発言 の要 旨
府
挙 を読

日

付

■

？和
絶
鮨

令

午

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

地元経済活性化

策について

大企業が増収増益の好業績を上げている反面、企業

数の99%を 占める中小企業は、厳しい経営を強いられ

ていると市の経済活性化のための方策として、以下に

ついて何うと

(1)市内の地場産業の現状及び物価高騰などに伴

う、地元業者への契約の対応について  /
(2)旧岩崎保育所跡地に建設予定の新しい給食施

設の現状及び運営に地場産業を活用する考え

長

長

長

長

市
育
摯

市

副

教

担

うお願いします。

ん かる程度の具体的内容 を記入 されるよ



A615,30

一 般 質 問発 言 通 告 書

令 和 6年 5月 30日

午約 10時 ;D分 受 付
(通告書 2枚)No.1

下記の事項について、質問 したいので通告 します。

令和 6年 5月 30日

つ くば市議会議長 様

つくば市議会議員   浜中 勝美

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入
.さ

れるよ

うお願いします心

質 問 事 項 要 』
口 答 弁 者

1 障害者の就労支

援について

2 サーキュラーエ

コノミーについて

障害者の雇用は、法律で義務付けられている法

定雇用率の引き上げに伴い、増え続けています。

民間企業の法定雇用率は 4月 から 2.5%に引き上

げられ、国は、障害者が能力を発揮 しやすい職場

環境を整え、誰もが活躍できる共生社会の実現に

つなげたい と今年度から民間企業で働 く障害者

を増やすため障害者用に意欲のある企業に対 し

相談支援を強化する新たな事業を始めました。こ

れらを踏まえ、以下の点に関し、市の現状 と課題、

今後の取組について、お伺い します。

(1)市内企業の障害者雇用の状況

(2)障害者の就労機会拡充支援

(3)障害者の就労の場の確保

これまで 日本では 「循環型社会形成推進基本

法」を 2000年 6月 に公布 し、 3R政策を循環型

社会の取組 としてきましたが、2020年 5月 に「循

環経済 ビジョン 2020」 を公表 し、サーキュラーエ

コノミーに向けて舵を切 りま した。サーキュラー

エコノミーについて、市の認識 と、今後の取組に

ついてお伺い します。

市長

担当部長

市長

担当部長



つくば市議会議員  浜中 勝美
´
N6.2

※ 一般質問を行
・
うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第5カ条編注1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで倉かる程度の具体的内容を記入されるよ
うお願い します。      ヽ

質 問 事 項
―

3 地域医療対策に

ついて

地域において患者に身近な「かがりつけ医」
整備などを盛 り込んだ改正健康イ呆険法などが

昨年 5月 成立しております。また、本年 12月 2

日に、
―
現行の健康イ呆険証が廃止され、「ヤイナ

ミーカー ド」に一体化されます。そこで以下の
に関し、市の現状と課題、今後の取組について、
伺いします。

(1)「かかりつけ医」の取組
‐

(2)「マイナ保険証」の取組

市長

担当部長



鱒i5130

一 般 質 問発 言 通 告 書

令 和 6年 5月 30日

午誦 /〔ク時姑 分 受 付
(通告書 3 枚)No.1

下記の事項について、質問したいので通告 します。

令和 6年 5月 30日

つ くば市議会議長 様

つ くば市議会議員  小野 泰宏

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

1 つ くば市の防災

対策について

出水期を迎え、つ くば市の防災対策につい

て、以下の考えや取組内容にういて伺います。

(1)災害発生時には、同時に多くの場所にお

いて、様々な情報が発生 します。そのため

庁内での情報共有をより円滑に進めるため

に、市内の被災情報や避難所の状況などを
一元的に集約する 「防災情報システム」構

築の考えについて

(2)昨今のグリラ豪雨対策への備えとして、

河川流域での水位上昇や降雨量をもとにし

た避難情報の発令のために、気象情報のタ

イムリーな収集や小規模河川においても、

水位を目視確認でなく、正確に観測できる

必要最低限の設備設置の考えについて

(3)今年度作成す る予定のハザー ドマ ップ

を、よりヽ多くの市民に理解 してもらうため

の取組について

市長

担当部長



質 問 事 項 要 』
口 答 弁 者

2 不登校児童生徒

支援事業について

3 犯罪被害者等 に

対す る支援 につい

て

支援策や紺策を立案する際、不登校や長期欠

席、校内フリースクール利用者の児童生徒の現

状を把握 して、その主たる要因や関連要因を明

らかに して、最適な支援策を立案す るために

も、各種のアンケー トを行 うことは有効な手段

であると考えます。

そこで、以下のアンケー トに関する結果 と課

題、そしてその分析からの対策について伺いま

す。

(1)長期欠席児童生徒に関す るアンケー ト

について

(2)校内フリ‐スクール利用者に関するアン

ケー トについて

犯罪被害者等の支援とは、犯罪によって傷つ

けられた人々が一 日も早く平穏な暮らしを取

り戻すためのさまざまな施策のことを指 しま

す。

そのために、心理的・身体的支援、経済的支

援、法的手続の支援、地域社会からの支援など、

犯罪被害者等が再び平穏な生活を営むことが

できるようにするための条例が国内において

制定されています。令和 5年 4月 1日 現在、都

道府県は46団体、市区町村は606団体が条例を

制定しています。この内、市区町村については、
11の府県において全市町村が制定しています。

「誰一人取り残さない」包摂の精神のもと、

まちづくりを進めるつくば市において、犯罪被

害者等を支援する条例を策定することにっい

て、市の考えを伺います。

市長

教育長

担当部長

市長

担当部長

つ くば市議会議員  小野 泰宏 /No.2

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。



ツ

つくば市謹会議員  小野 泰宏  No.3

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、 J第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願し`します。

質 問 事 項 要 一
日 答弁者

4 行政における終

活支援について

Ⅲ

「終活」とは、人生め終わりに向けた準備の
ことを意味します。高齢社会の進展に伴う‐人

暮らしの人の増加に伴い、見送る人がいないま

ま亡くなるというケ▼スも多数発生している

中、終活支援を行う自治体が増えてきました。

誰もが安心して老後を過ごし、満足できる形
で最期を迎えられるよう終活をサポートする
こと、そ_して、下人暮らしの住民が宦くなった

後の手続をスムーズに進められるようにして

おくことは、国や自治体の課題であるともいえ

ますと

支援の内容,ま、様々ですが、
:行

政として、市
民の終活に関する支援体制を整備することに
ついて、市の考えを伺います。

以 上

市長

担当部長



尺61513o

一 般 質 問発 言 通 告 書

令 和 6 年 5 月 301日

午 後

'時
4●分 受 付

(通告書 2 枚)No.1

下記の事項について、質問したいので通告します。

令和 6年 5月 30日

つくば市議会議長 様

つ くば市議会議 員 木村 清隆

※ 一般質問を行 うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、通告書に発言の要 旨等を読んで

質 問 事 項 要 臨
口 答 弁 者

1 中小企業振興基

本条例について

中小企業振興基本条例制定に関 して、昨年 6月

定例会で質問と要望をさせていただきました。

市内中小企業者の努力と大企業者等の役割等

を明らかにし、市の施策の基本 となる事項等を定

めることにより、中小企業の振興に関する施策を

総合的に推進 し、市内経済の発展及び市民生活の

向上に寄与することを目的とした条例制定が必

要 と考えます。特に、① ものづくり産業における

公正取引の確立、②ものづくり技術・技能の継

承・育成 とものづくり教育の強化、③労働者保護

政策の推進 と法整備の観点、④労働者の意見が反

映される仕組み、⑤市が行 う工事の発注 。物品及

び役務の調達、指定管理者の選定等、透明かつ公

正に市内中小企業者の受注・参入機会の増大の観

点を踏まえて、質問・要望をさせていただきまし

た。

対 して、市長からは「条例 は非 常 に意義 があ

るものだ と思 っています し、 まず その有識

者 の声 を聞いてい く会 として、そ の よ うな

形 で検討 会議 を設置 してい きたい と考 えて

お ります。 」 さらに 「理念条例 ではあ りま

す けれ ども、少 しで も皆 さん に とって、

市長

担当部長

うお願いします。

分かる程度の具体的内容を記入 されるよ



つ くば市議会議員 木 清隆 No.  2

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、通告書に発言の要 旨等を読んで

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

2 女性活躍 と誰 も

が 自分 らしく充実

した人生 を送 るた

めの施策について

3 新 しい給食施設

について

こ うい う条例 ができて よか った な と具体的

に感 じられ るよ うな もの に してい けれ ば と

思 つてお ります。」との答弁をいただきました。

その後の取組に関して伺います。

(1)条例制十定に向けたこれまでの取組について

(2)条例制定に向けた今後の具体的な進 め方に

ついて

「日本一女性が活躍できるつくば市」を目指し、
そして「誰もが自分らしく充実した人生を送る」
ために、学びと実践の機会をつくり、あらゆるチ

ャレンジができる社会が大切です。さらに、多様
性を守るには、互いの違いを認め尊重する寛容が

必要です。地域や社会、組織の中で実現するため
に、市としての考えや取組に関して、学校教育を

含め、以下伺います。

(1)女性活躍社会に紺する市の考えについて

(2)女性活躍社会に封する市の取組について

(3)誰もが自分 らしく学び、実践できる機会を

提供する取組について ,

(4)多様性を守る市の取組について

旧岩崎保育所跡地 (つ くば市下岩崎 2105番地)

に建設を検討している、新しい給食施設 (地場産

物の貯蔵庫及び力日工施設機能・自前炊飯 。給食レ
ス トラン等)に 関して、以下伺います。

(1)給食施設の概要について

(2)説明会での質問等に紺する対応について

(3)地産地消の取組について

(4)農産物の安価な収穫時期・規格品外に対す

る取組について

市長

教育長

担当部長

市長

教育長

担当部長

うお願いします。

分かる程度の具体的内容を記入 されるよ



1駕3:5:31

一 般 質 問
′
発 言 通 告 書

令 和 6年 5月 31日

午 埼『
時デ0分 受 付

(通告書 3  本文)No.  1

下記の事項について、質問したいので通告 します。

令不日6年 5月 31日

つ くば市議会議長 様

つ くば市議会議員 皆川 幸枝

※ 一般質問を行う1こ 当たちては 明ヽ確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注1のとお
り、通告書に発言の要旨等を読んで

質 問 事 項 要 一
ロ 答 弁 者

1 新 しい給食施設

について

これまで学校給食施設に関する検討では、
2021年 (令和 3年)の 「つくば市学校給食施

設整備方針」に対するパブリックコメントが

あり、自校式給食の導入を求める意見や、作
る人と食ドる人の顔が互いに見える環境を

整えていくべき、という意見、また、茎崎給

食センターの存続を望む意見等が出ました。
そういった声を受け、2021(令和 3)～ 2022

(令和4)年に「つ十くば市学校給食の在り方

懇談会」が設置され、 2年間にわたる検討ゐ

結果、地産地消や食育の推進、自校式給食導
入の検討などの意見が記された報告書が出
されました。

そして、2023年 12月 の「つくば市立学校

給食センター運営審議会」に、給食レストラ
ン施設や農産物加工施設を設置する「つくば

市新しい給食施設の検討について (案 )」 が
1出 されました。この審議会で、老朽化した茎

崎給食センターは一旦閉じるが、その利活用

や今後の在 り方については精査していくと
いう意見でまとまり、新しい給食施設の案は

承認されました。

市長

教育長

担当部長

ます。

分かる程度の具体的内容を記入されるようお願いし



質 問 事 項 要 』
口 答 弁 者

2 水 道料金 改 定 に

ついて

3 東海 第 二原 発 に

ついて

そこで、以下について、伺います。

(1)新 しい給食施設の特長

ア 住民と児童が交流する給食 レス ト

ラン

イ 地元農産物を活用する加工・冷蔵

貯蔵機能

ウ つくば市全体の給食への波及効果

(2)新 しい給食施設の整備スケジュール

(3)今後、市民への説明 と意見交換の予定

(4)茎崎給食センターについての現在の市

の考え

2023年 3月 に策定 した、「つくば市水道事業

経営戦略 (2023～2032年度 )」 では、2025年度

か ら水道料金を 15%値上げする案が示 されて

お り、現在、料金改定について、「つ くば市上

下水道審議会」で議論が重ねられています。

以下について、伺います。

(1)つ くば市水道経営戦略

ア 管路新設事業の今後の見通 し

イ 施設等の老朽化姑策の今後の見通 し

ウ 値上げ幅を 1%抑 えた場合の企業

債残高対給水収益比率の推計はして

いるか

(2)水道料金改定に向けたスケジュール

今年 1月 の能登半島地震では道路が大きく

破損 し、地震の際の避難の難 しさが再認識 さ

れました。もし、大地震の際に原発事故 との

複合災害が発生すれば避難は難 しく、屋内避

難 した場合でも、水道や電気が寸断すれば長

期の屋内避難は不可能だとい うことが明らか

になりました。

市長

担当部長

市長

担当部長

つくば市議会議員 皆川 幸枝  No.2

※ 一般質問を行 うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入 されるよ

うお願いします。



質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

4 地方 自治体の役

割について

東海第二原発で事故が起きた際に、つ くば市

は水戸市民の避難 を受け入れ ることになって

いますが、つくば市民も避難 しなければならな

い事態も考えられます。

これらのことを想定した場合において、以下につ

いて伺います。

(1)東海第二原発事故の際の水戸市民の避難

受入れの準備状況       下

(2)東海第二原発再稼働について、市長の考え

新型コロナウイルス感染症が国内で拡大した

際(当 時の安倍首相が突如一斉休校を宣言しま

した。しかし、つくば市では、独 自の判断で一斉

休校の開始時期を遅らせ、希望する児童生徒は

学校への登校ができるようにし、このことは、全国

ニュースになるなど、高く評価されました。現在

は、市町村の判断により様々な政策が執り行える

自治が保障されています。

.しかし、現在国会で審議中の地方 自治法改正

案は、感染症のまん延や大規模な災害等の国

民の安全に重大な影響を及ぼす事態が発生し

た際に、国会に代わつて各大臣が、自治体に指

示をすることが可能になるという内容になってお

り、地方 自治が蔑ろにされると、懸念の声が、各

首長や有識者から出ています。

この地方 自治法改正について、市長の考えを

何います。

市長

つくば市議会議員 皆川 幸枝  No.3

※ 一般質問を行 うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入 されるよ

うお願いします。



R6:5131

一 般 質 問発 言 通 告 書

令 和 6年 5月 31日

午 拘 卜時 讃 分 受 付

(通告書  2枚 )No,1

下記の事項について、質問したいので通告 します。

令和 6年  5月 31日

つ くば市議会議長 様

つ くば市議会議員  あさのえくこ

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

1 視覚障害者 の移

動支援について

障害福祉政策に当事者の意見を反映 させ るに

は当事者団体の参加が欠かせませんが、視覚障害

者団体に関しては「つ くば市福祉団体等連絡協議

会 (連協)」 に参加 している団体はなく、つ くば

市障害者 自立支援協議会にも団体 としての参加

は確認できません:その背景としては、当事者が

自力での移動が困難なため、そもそも話合いや活

動をするために集まれないことが原因の一つで

あるようです。

視覚障害者を姑象 とした移動支援 としては「同

行援護」を始め、いくつかありますが、利用 した

い人が確実に利用できる制度になるために課題

があると考え、以下伺います。

(1)視覚障害者 の移動支援 として利用できる

制度 (同行援護、雇用施策 との連携による重

度障害者等就労支援特別事業等)と その概要

(2)つ くば市における同行援護の現況

ア 同行援護 申請の有資格者数及び実際の

受給者教 (直近 5年間)

イ 受給者の実際の利用回数 と時間数

ウ 移動支援の従事者数

(3)視覚障害者の移動に関す るニーズの把握

と支援制度の課題をどう捉えているか。

市長

担当部長

うお願いします。



質 問 事 項 要 』
口 答 弁 者

2 つ くば市におけ

る紙おむつの リサ

イ クル推進 につい

て

人口増加率が日本一となつたつくば市ですが、
人が暮らすことで必ず発生するのが「ごみ」です。
うくば市においては、様々な姑策で総排出量、一

人一日当たりの排出量が少しずつ減少 している
ことを評価します。しかし、まだ一人二日当たり
の排出量は全国平均を上回つています。
ゼロカーボンシティ宣言をしたつくば市とし

ては、一層のごみ減量とごみ処理によるC02削減に

取り組む必要があると考えます。
つくば市の可燃ごみは焼却処理となっていま

すが、水分を含み処理効率の悪いごみとして、厨

芥類、そして今回取り上げる紙おむうが挙げられ
ます。

「    ｀

全国的にはごみ総排出量の5%(重量)を 占め

ると言われる紙おむつですが、環境省では203o年

には7%になると予測しています。つくば市でも

今から取 り組む必要があると考え、以下伺いま

す。

(1)つ くば市一般廃棄物等減量計画における
・
組成調査の実施件数、対象品日、調査結果

(2)現時点でのつ くば市の事業所の紙おむつ

処理状況               :
(3)次の観点における、紙おむつの リサイクル

の取組に対するう くば市の考え

ア ごみ焼却量削減によるC02削減

イ 最終処分量の削減

以 上

市長

担当部長

つくば市議会議員  あさのえくこNo。 2

※ 一般質問を行うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり(通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。



R6:5131 一般質問発言通告書

下記の事項について、質問 したいので通告 します。

令不日6年 5月 31日

つくば市議会議長 王頭 泰誠 様

つ

令和 6年 5月 31日

午h9時 学D分 受付
(通告書 2本文)No.  1

||

質 問 事 項 答弁者

1 学校施設の断

熱化について

夏の猛暑が深刻化 してお り、命に関わる状況です。

これまで 日本の建物は、諸外国と比較 し、断熱基準が厳密

はありませんで した。法改正により、ようや く 2025年か ら

準が設けられ、新築の建物には順守が求められるように

ります。
建物を断熱化し、外気から建物内への熱伝導を抑えると、

暖房の効果を高め、電力消費が低減され、電気料金等の経費の

減、C02の 削減、熱中症や ヒー トショックなどによる健康

の悪影響も抑えられ、地球温暖化対策として注目されていま

す。
建物新築時の断熱はこれから必須 とな りますが、そのほか

多数である既存の建物を断熱 リフォーム していくことが、重

となってきます。

中でも子供たちが毎 日多くの時間を過 ごしている学校施設の

内温度は、学習効率にも多大な影響があるためて断熱 リフォ

ムの取組が注 目され、これまで実際に各地で進められていま

ゼロカーボンシティを表明しているつ くば市としても、一

めて、具体策としてこれらの取組が必要ではないかと考え、

下についてお伺いします。

(1)市内小中学校における活動時の屋外及び屋内の気温の基

準、またそれに伴 う気温計測の状況

(2)教室における冷房使用の状況 と課題

(3)市内小中学校施設の断熱化の進捗状況

※ 一般質問を行 うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第 52条編注 1の とお り、通

告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるようお願いします。



質 問 事 項 答弁者

2 ひ とり親家庭
への支援につい

て

近年、コロナ渦から続く収入減少と物価の高騰により、
に母子家庭では日々の生活に厳しい影響が出ています。
以前より、男女の賃金格差、女性の非正規雇用割合の高さ

により、母子家庭の困窮が指摘されてきました。

国の調査によると、離婚による母子家庭の約 7割が養育
を受け取れていないとのことで、これも困窮の大きな原因と

なっています。近年では養育費受領に関しての支援を行う自

も増えてきました。

市でも以前から、ひとり親家庭に対して様々な支援策があ

ります。 しか しそれ らの支援の対象にならないひ とり

もあり、基準の見直 し等を要望する声が多く届いています。

また国会では本年 5月 、民法改正が可決されました。

、離婚後は単独親権のみですが、改正後は共同親権も導
され、DVが原因で離婚をした方から危惧の声が高まつていま

。これから、法が施行される 2026年より前の議論が大

重要とな ります。

ひ とり親家庭の親 と子、特に母 と子にとって生きやすし

つくば市であるために、以下伺います。

(1)市はひとり親家庭の実態や支援ニーズをどのように把

握しているか

(2)市ではひとり親家庭に対し、どのような支援を行つて
いるか、またどのように周知しているか

(3)市における離婚後母子家庭の養育費の取決めと受け取

りの現状

(4)市では離婚を迷つている人に対 し、どのような相談体

制があるか

(5)国会での民法改正可決により、共同親権について今後

を心配する声が届いているが、市ではどのように対応 し

ていく予定か

うくば市議会議員 川村直子 No.2

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1の とおり、通
告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるようお願いします



R615:31

一 般 質 問発 言 通 告 書

令和 6年  5月  31日
午湘 8時 午デ分 受 付

(通告書 2 枚)No。 1

下記の事項について、質問したいので通告します。

令和 6年  5月  31日

つくば市議会議長 様

つ くば市議会議 員 小森谷 さやか

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

1 公園遊具の多様

性について

2 生物多様性地域

戦略について

つくば市は小さな公園が多いまちですが、近年

造成されている比較的新 しい公園はどこも似た

ようなつくり、すなわち広場に小さい子ども向け
の遊具がポツンとある形になっており、市民から

指摘を受けることが少なくありません。特に、小

学校高学年・中高生が遊べる公園がなく、例えば
バスケットゴールを置くとかスケー トボー ドが

できるようにしてほしい、との声を頂くことが増
えました。
公園づくりはどのような手順で進めているか、伺
います。   |

生物多様性地域戦略は、R4年から2年間計 6

回の会議を経て、現在その骨子 (案)が示されて
いるところです。今年度末の完成を目指すようで

すが、生物多様性地域戦略について以下伺いま

す。

(1)進捗と今後のスケジュール

(写)庁内連携 (公園部門、観1光
・農業部門、

森林部門、教育部門、ジオパークなど)の
進め方

(3)市民や市民団体 との連携について

(4)生物多様性センター設置について

市長

教育長

担当部長

市長

教育長

担当部長



質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

3 研究学園駅前公

園の活用について

研究学園駅前公園は大きな調整池を囲むよう
に、芝生エリア、古民家エリア、林エリアでデザ

インされています。2007年から12年をかけて、つ

くば市とつくばエクスプレス沿線葛城・遠東地区
まちづくり協議会が植樹 した千本桜も大きく育
ち、地域有志の会主催による「けんがくさくらま
つり」も今年で3回 目を数えました。その他にも

様々な団体が毎週末のようにイベン トを開催 し

ています。        ヽ

さて、かねてより交流センター設置の要望があ

る研究学園駅周辺ナ也区ですが、この駅前公園の古

民家「つくばスタイル館」を交流センターのよう
に利活用できるようにしてほしいという要望書
が今年の 2月 に出されました。提出したのは地元

有志の会の皆さんです。
また、林エリアにはフェンスで囲われた立入制

限区域があるのですが、これはなぜあるのか、中
を通れるようにして古民家エリアまで行けるよ

うになれば、散歩も楽しくなり、木陰もあつて休
めるのに、という話もふく出ています。研究学匡l

駅周辺に住む住民にとつて大きな存在であるこ
の駅前公園のさらなる活用のため、次の2点につ

いて伺います。

(1)っ くばスタィル館利活用の要望に対する
市の考え

(2)立入制限区域の開放に対する市の考え

市長

担当部長

つ くば市議会議員 小森谷 さやか No。 2

※ 一般質問を行うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。



焦6.5:31

一 般 質 問発 言 通 告 書

令 和

午も

ど年
r,日寺

(通告書 2

耳R pノ 日

力 分 受 付

枚)No.1

下記の事項について、質問したいので通告 します。

令和 /年 f月 ゴ/日

つ くば市議会議長 様

つくば市議会議員 岡 宏之

※ す般質問を行 うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入 されるよ

質 問 事 項 答 弁 者

1 新設校開校及び

栗原小学校の今

後について

ケ‐ 卜が、栗原小学校区内の未就学児がいる

と栗原小学校の在校生がいる世帯の保護者を

に実施 されま した。そのアンケー ト結果は区

回覧もされま した。 5月 25、 26日 には (仮称)中
。金田台地区小学校に関する保護者説明会、 6

1日 には地域住民説明会が開催 されます。

以下についてお伺いします。

(1)ア ンケー ト及び保護者・地域住民説明会の

結果を踏まえての市の方針

(2)ア ンケー ト結果通知に記載 されていた 「

設校 を希望す る方の就学について柔軟に

応 してまい ります。Jの意味

(3)小規模特認校の特色 と新設校通学時の

通手段

今年の 1月 に栗原小 の今後に関す るア

うお願いします。



質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

2 市長 の退職金

にういて

3 オンデマン ド型

移動期 日前投票に

ついて

4 TX高架下活用に
ついて

市長は 3期、12年、退職金は辞退する公約を掲|
げていますも公約を守るために4年前、つくば市|

長の給料の特例に関する条例 (以下、1円条例と

する)を議会に提案し、可決されて実現しました。

以下にういてお伺いします。

(1)1期 目の退職金の詳細

(2)2期 目の退職金辞退

(3)1円条例の議会提案

市長・市議会選挙の告示まで約 4か月となりま

した。新聞報道によると、市側 と選挙管理委員会

側 とで認識にかなりの隔た りがあると思います。

以下についてお伺いします。

(1)進捗状況 と今後

(2)最終決断の時期

鉄道高架下の有効活用については、数年前から

各鉄道会社 も力を入れ、話題になっています。

かつては、 「暗い」 「怖い」といった印象も根

強かった鉄道高架下も、いまや娯楽の場所、生業

の場所、そ して暮 らしの場所に変わ りつつありま

す志以下についてお伺い します。

(1)市の現在の活用状況

(2)TXへの市からの働きかけ

市長

担当部長

市長

担当部長

市長

担当部長

つ くば市議会議員 飯岡 宏之  No。 2

※ 一般質問を行 うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入 されるよ

うお願い しますと



に6.5,31

一 般 質 問発 言 通 告 書

令 和 6年 5月 31日

午 イ盈 X時 つつ分 受 付

(通告書 1 枚)No。 1

下記の事項について、質問 したいので通告 します。

令不日 6年 5月 31日

つ くば市議会議長 様

つくば市議会議員  塚本 洋二

※ 一般質問を行うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとお り、通告書に発言の要 旨等 を読ん

質 問 事 項 要 臼
ロ 答 弁 者

1 公園について

2 高齢福祉行政

について

市が管理する公園や緑地にういて、以下伺います。

(1)遊具の新設・更新に当たっての市の指針につい

て              「

(2)芝生ギ低木などの年間の植栽維持管理の頻度に

ついて

市が公募により整備を行ってきた、地域密着型及び

広域型特別養護老人ホーム等について、以下伺ぃます。

(1)こ れまでの整備状況について

(2)各施設の条件について       )
(3)入所者と待機者について

(4)今後の予定と課題について

市長

担当部長

市長

担当部長

うお願いします。

で分かる程度の具体的内容を記入 されるよ



R6.5,31

■ 般 質 問発 言 通 告 書

令 和 6年
午 /了

後 2時
(通告書 1

5月  31日

7分 受 付

枚)No.1

下記の事項について、質問 したいので通告 します。

令不日 6年  5月  31日

つ くば市議会議長 様

つ くば市議会議員   黒田 健祐

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおりヽ 通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。

答 弁 者

1 今後の保育需要

について

2 つ くば市産業戦

略について

3 1CTを活用 した

育について

2024年 5月 15日 発行のつくば市かわら版 (

)を見ると保育施設定員数と待機児童数の変
が見て取れます。グラフからは、2021年から

童 教 も一希 と、この間待機 児 童 紺策 に一 定 の

を出してきたのが伺えます。一方民間保育所事

関係者からは、保育施設が増えたことにより

子供の数が減ったときに供給過多となり、運

営に支障が出るのではないかとの心配の声も聞
こえてきます。この点に関して、行政としてどの

ように考えているか伺います。

つくば市産業戦略の対象期間が令和 6年度ま

でとなっており、現在第 2次産業戦略策定に向け

話会が開かれていると思います。つくば市産業

戦略の現時点での進捗と終了時までの見通し、ま

たこの計画期間内における課題について伺いま

す。

2020年、GIGAス クール構想によリー人一台のパ

ノコン環境整備が進みましたも第 3期つくば市

振興基本計画の基本方針 6「 ICTを活用 した

を推進する」に関し、現在の取組状況 と課題に

いて伺います。

長

当部長

当部長

市長

教育長

担当部長

市長



一 般 質 問発 言 通 告 書

令 和 6年 5月 31日

午後【∠時 ね 分 棄 付
(通告書 1 枚)No。 1

下記の事項について、質問したいので通告 します。

令和 6年 5月 31日

つ くば市議会議長 様

つ くば市議会議員 中 村 重 雄

※ 一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

1 防災教育につい

て

2 市内公共施設及

び民間施設の分煙

施設 の整備 につい

て

市内小中学校での防災教育について

(1)市内公共施設への分煙施設の整備 につい

て

(2)民間施設への分煙施設の整備補助につい

て

市長

教育長

担当部長

市長

担当部長



R6i5131

一般 質 問i発 言 通 告 書

令 不日 6年 5月 31日

午牧 3時 す∂分 受 付
(通告書  1 枚)No.1

下記の事項について、質問 したいので通告 します。

令和 6年 5月 31日

つ くば市議会議長 五頭 泰誠 様

つくば市議会議員  高野 文男

質 問 事 項 要 ね
ロ 答 弁 者

1 立地適正化計

画の未来像につ

いて

2茎崎保 健 セ ン タ

ーヘ の進入 路 に

ついて

平成30年 9月 28日 に策定 し、平成31年 1月 4日 に公表

された 「つくば市立地適正化計画」は、持続可能な都市構

造の再構築を目指 し、人 口減少社会に姑応 したコンパク ト

シティを実現するためのマスタープランであり、居住機能

や医療、福祉、商業、公共交通など様々な都市機能を誘導

するものとされてお り、今後の人口減少社会においての行

疎サー ビス等を考えると必要不可欠な計画でありますが、

市民への周知をはじめ様々な問題や課題もあるようです。
その上で、以下お伺いします。

(1)本施策の実施状況について、おおむね 5年ごとに行

うとされる調査の結果

(2)都市機能誘導区域及び居住誘導区域への誘導の手

法

(3)そ の他の区域及び市街化調整区域の未来像

茎崎保健センター南側の県道野田・牛久線から本施設ヘ

の危険な状況にある進入路の対応について伺います。

市  長

担当部長

市  長

担当部長

※一般質問を行うに当たつては、明確な答弁を求めるため、会議規則第52条編注 1の とおり、
通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるようお願いします。


